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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入

者
へ

問
国
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康
保
険
課
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７
１
２
・
３
７
２
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●
８
月
１
日（
日
）か
ら
被
保
険
者

証
が
切
り
替
わ
り
ま
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
令
和
4
年
７
月
31
日（
日
）と

な
り
ま
す
。

※
新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月
下

旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま

す
。保
険
料
の
滞
納
者
は
、市
役
所

窓
口
で
の
切
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

▲被保険者証の色 (ピ
ンク）は変わりません

●
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

　

ひ
と
月（
１
日
か
ら
月
末
ま
で
）

の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
定
め

ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、申

請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、そ
の
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担

額
を
限
度
額
ま
で
と
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す

　

医
療
機
関
に
て
入
院
ま
た
は
外

来
時
に「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」ま
た
は「
限
度
額

適
用
認
定
証
」を
提
示
す
る
と
、個

人
単
位
で
一
医
療
機
関
で
の
自
己

負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま

す
。ま
た
、食
事
代
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、限
度

額
は
所
得
区
分
に
よ
り
異
な
る
た

め
、認
定
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

●「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」の
交
付
申
請

申
請
場
所

国
民
健
康
保
険
課
窓
口

申
請
に
必
要
な
物

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

②
代
理
人
が
申
し
込
み
を
す
る
場

合
は
代
理
人
の
印
鑑

③
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
等
）

●
保
険
料
の
変
更
に
つ
い
て

▼
保
険
料
の
基
礎
控
除
額

　

令
和
３
年
度
か
ら
基
礎
控
除
額
が

33
万
円
か
ら
43
万
円
と
な
り
ま
す
。

▼
均
等
割
額
の
軽
減
割
合

　

令
和
３
年
度
以
降
は
、法
令
の
本

則
に
も
と
づ
き
保
険
料
均
等
割
７

割
軽
減（
こ
れ
ま
で
は
7.
7
5
割

軽
減
）と
な
り
、前
年
と
同
額
の
所

得
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、保
険
料
の

変
更
が
あ
り
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
等
が
2
人
以
上
い

る
世
帯
に
つ
い
て
は
、基
礎
控
除
額

（
43
万
円
）に
、左
記
の
金
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

（
給
与
所
得
者
等
の
数

−

１
）×
10
万
円

均等割額 10,899円

令和2年度まで
（7.75割軽減後）

令和3年度から
（7割軽減後）

均等割額 14,532円

●
保
険
料
に
関
す
る
通
知
書
を
送

付
し
ま
す

▼
通
知
書
送
付
時
期　

７
月
中
旬

▼
特
別
徴
収
の
人

　

年
金
支
給
の
際
に
、年
金
か
ら
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。申
し
込

み
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
の
人

　
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付

通
知
書
」で
納
期
内
に
指
定
さ
れ
た

金
融
機
関
で
納
め
ま
す
。口
座
振
替

で
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

最
寄
の
金
融
機
関
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
普
通
徴
収
の
保
険
料
の
納
付
は

７
月
か
ら
で
す
。

保
険
税
の
変
更

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  
内
線
3
7
2
0
〜
3
7
2
5

　

令
和
３
年
度
施
行
の
個
人
所
得

課
税
の
見
直
し
に
伴
い
、次
の
と
お

り
変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
保
険
税
の
基
礎
控
除
額

　

令
和
３
年
度
か
ら
基
礎
控
除
額

が
33
万
円
か
ら
43
万
円
と
な
り
ま

す
。

▼
所
得
に
応
じ
た
軽
減
措
置
に
係

る
判
定
所
得
基
準
の
改
正

　

国
保
世
帯
に
属
す
る
国
保
加
入

者
等（
世
帯
主
・
旧
国
保
被
保
険
者

含
む
）の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額

が
一
定
の
基
準
金
額
以
下
の
場
合
、

均
等
割
と
平
等
割
が（
７
・
５
・
２
割
）

軽
減
さ
れ
ま
す
が
、令
和
３
年
度
か

ら
表
の
と
お
り
軽
減
判
定
所
得
の

基
準
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
に
該
当
す
る
世
帯
は
自
動

的
に
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
所
得

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、軽
減

の
適
用
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

国
保
税
納
付
書
の
コ
ン
ビ
ニ

取
り
扱
い
期
限

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
２
０
〜
３
７
２
５

　

納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
る
納

付
書
は
納
税
者
の
利
便
性
を
考
慮

し
、納
期
限
が
過
ぎ
た
場
合
で
も
一

定
の
期
間（
納
付
書
記
載
の
コ
ン
ビ

ニ
取
扱
期
限
ま
で
）は
使
用
で
き
ま

す
が
、そ
の
場
合
は
、納
期
限
後
の

納
付
の
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
督
促
状
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

②
令
和
４
年
度
の
保
険
証
更
新
で
、

郵
送
で
の
交
付
対
象
世
帯
か
ら
外

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

※
郵
送
で
の
交
付
対
象
は
、滞
納
が

な
く
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
て
い

る
世
帯
で
す
。滞
納
が
あ
る
世
帯
や

納
付
が
遅
れ
た
世
帯
は
、窓
口
で
交

付
し
ま
す（
18
歳
未
満
の
加
入
者
分

は
郵
送
）。

令
和
３
年
度
納
税
通
知
書

問
国
民
健
康
保
険
課

☎  

内
線
３
７
２
0
〜
３
７
２
５

　

令
和
３
年
度
当
初
納
税
通
知
書

は
７
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。第
一

期
納
期
限
は
８
月
２
日（
月
）で
す
。

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
給
付
に
関

す
る
各
種
証
の
切
リ
替
え

問
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係

☎  

内
線
３
７
１
４

　

現
在
お
持
ち
の「
限
度
額
適
用
認

定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

水
道
料
金
の
支
払
い
は
便
利

で
納
め
忘
れ
の
な
い「
口
座
振

替
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
上
下
水
道
部
営
業
課

☎  

（
8
7
7
）8
4
6
0

　

水
道
料
金
は
２
か
月
ご
と
に
検

針
し
、２
か
月
分
を
下
水
道
使
用
料

と
併
せ
て
請
求
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
次
の
①

～
③
を
準
備
し
て
直
接
金
融
機
関

の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

①
預
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

③
お
客
さ
ま
の
水
道
番
号
が
分
か

る
も
の（
納
付
書
・
検
針
の
お
知
ら

せ
等
）

取
扱
金
融
機
関（
順
不
同
）

○
琉
球
銀
行

○
沖
縄
銀
行

○
沖
縄
海
邦
銀
行

○
コ
ザ
信
用
金
庫

○
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合

○
沖
縄
県
労
働
金
庫

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

口
座
振
替
日
は
、検
針
月
の
翌
月

の
20
日（
土
日
・
祝
日
に
あ
た
る
場

合
は
翌
営
業
日
）に
指
定
口
座
か
ら

引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。（
手
続
き
日

に
よ
り
、開
始
月
が
変
わ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。）

　

浦
添
市
で
は
、水
道
料
金
の
再
振

替
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、転
居
や
口
座
を
廃
止
し
た

場
合
は
、新
た
に
手
続
き
を
お
願
い

1
万
6
6
1
0
円
で
す
。納
め
る
こ

と
が
難
し
い
と
き
は
、申
請
す
る
こ

と
で
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

の
納
付
が
免
除
で
き
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、過
去
の
免
除
申
請
時
に「
継

続
申
請
」を
希
望
さ
れ
て
い
る
と
、

申
請
が
不
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す（
一
部
例
外
あ
り
）。ご
自
身
の

納
付
状
況
等
を
確
認
し
た
い
場
合

は
、市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間　

国
民
年
金
保
険

料
の
一
般
免
除
申
請
は
、さ
か
の
ぼ

っ
て
２
年
1
か
月
前
ま
で
申
請
が

可
能
で
す
。（
令
和
３
年
7
月
に
申

請
可
能
な
の
は
、令
和
元
年
６
月
分

ま
で
）

対
象　

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険

者（
学
生
お
よ
び
産
前
産
後
期
間
の

あ
る
人
は
別
制
度
あ
り
）

審
査
基
準

①
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
令
和

3
年
度（
令
和
2
年
1
月
1
日
か
ら

令
和
2
年
12
月
31
日
）の
所
得
が
一

定
額
以
下

②
災
害
・
失
業
・
事
業
の
廃
止
等
の

事
由

年
金
を
受
け
る
と
き　

免
除
が
承

認
さ
れ
た
期
間
は
年
金
の
受
給
に

必
要
な
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。た
だ

し
、一
部
免
除
の
場
合
は
減
額
さ
れ

た
保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納

と
な
り
、年
金
の
受
給
に
必
要
な
期

間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

減
額
認
定
証
」「
特
定
疾
病
療
養
受

療
証
」の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

（
土
）で
す
。有
効
期
限
が
過
ぎ
る
と

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。8
月
1

日（
日
）以
降
も
、引
き
続
き
利
用
す

る
た
め
に
は
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。更
新
手
続
き
を
し
な
い
場

合
、医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
証

②
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
等
）

③
世
帯
外
の
人
が
申
請
す
る
場
合

は
世
帯
主
直
筆
の
委
任
状
ま
た
は

対
象
者
の
障
害
者
手
帳
や
介
護
保

険
証（
原
本
）

④
過
去
12
か
月
の
入
院
数
が
90
日

を
超
え
る
と
き
は
そ
の
領
収
書（
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
み
）

⑤
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
新
規

で
申
請
す
る
場
合
は
医
師
の
意
見

書（
８
月
末
ま
で
に
更
新
手
続
が
出

来
な
い
場
合
、新
規
で
の
申
請
と
な

り
ま
す
。）

※
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
と
更
新

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。８
月

以
降
に
手
続
き
に
来
る
場
合
は
、国

保
税
の
納
付
済
み
領
収
書
、も
し
く

は
引
き
落
と
し
が
確
認
で
き
る
通

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

令
和
3
年
度
国
民
年
金
保
険
料

の
一
般
免
除
申
請
の
受
け
付
け

を
今
月
か
ら
開
始
し
ま
す

問
市
民
課
国
民
年
金
係

☎
（
8
7
6
）1
2
8
4

　

令
和
3
年
度
の
保
険
料
は
月
額

し
ま
す
。ご
不
明
の
場
合
は
上
下
水

道
部
営
業
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

青
い
羽
根
募
金

問
公
益
社
団
法
人
琉
球
水
難
救

済
会

☎
（
８
６
８
）５
９
４
０

青
い
羽
根
募
金
は
海
上
レ
ジ
ャ
ー

の
事
故
や
荒
天
で
船
が
遭
難
し
た

場
合
の
人
命
救
助
と
事
故
防
止
事

業
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
の
振
込
先　

沖
縄
銀
行
高
橋

支
店
／
普
通
／
口
座
番
号
１
5
２

６
3
2
9
／
名
義
公
益
社
団
法
人

琉
球
水
難
救
済
会

期
間

７
月
１
日（
木
）～
８
月
31

日（
火
）

各
種
相
談
窓
口
の
ご
案
内

問
市
民
相
談
室
・
消
費
生
活
相

談
室

☎
（
8
5
1
）5
0
5
9

　

各
種
相
談
無
料
。秘
密
厳
守
し
ま

す
。

場
所　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

【
各
種
相
談
】

●
市
民
相
談

　

市
民
生
活
に
関
わ
る
市
民
の
一

般
相
談
お
よ
び
市
行
政
に
対
す
る

意
見
や
要
望
、苦
情
な
ど

日
時　

月
～
金
曜
日
、午
前
９
時
～

午
後
５
時

●
法
律
相
談（
要
予
約
）

　

市
民
相
談
に
関
わ
る
諸
々
の
法

律
相
談

日
時　

弁
護
士
相
談
は
毎
週
火
曜

日
、司
法
書
士
相
談
は
毎
週
水
曜
日
、

と
も
に
午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

●
行
政
相
談

　

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す
る

相
談

日
時　

毎
週
木
曜
日（
第
５
木
曜
日

を
除
く
）午
後
２
時
～
午
後
４
時

●
消
費
生
活
相
談

日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

※
各
種
相
談
窓
口
は
、正
午
～
午
後

１
時
、土
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
。

子
育
て
・
教
育

母
子
お
よ
び
父
子
家
庭
等
医

療
費
助
成
の
現
況
届

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎
内
線
３
６
１
４

　

母
子
お
よ
び
父
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
の
受
給
者（
児
童
扶
養
手
当

の
受
給
者
は
除
く
）は
、受
給
資
格

確
認
の
た
め「
現
況
届
」が
必
要
で

す
。

　

こ
の
届
出
が
な
い
場
合
、11
月
以

降
の
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

７
月
１
日（
木
）～
21

日（
水
）※
土
日
・
祝
日
を
除
く

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
前
11

時
、午
後
１
時
～
午
後
４
時

受
付
場
所　

こ
ど
も
家
庭
課

※
所
得
の
申
告
が
ま
だ
の
人
は
、現

況
届
を
提
出
す
る
前
に
所
得
の
申

告
お
よ
び
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
要
書
類
は
自
宅
に
送
付
さ
れ
る

通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令和2年度（改正前）

基礎控除額33万円以下 

基礎控除額33万円＋28.5万円×
国保加入者等の数 以下

基礎控除額33万円＋52万円×
国保加入者等の数 以下

令和3年度（改正後） 

基礎控除額43万円＋
（給与所得者等の数－1）×10万円以下

基礎控除額43万円+
（給与所得者等の数－1）×10万円＋
28.5万円×国保加入者等の数 以下

基礎控除額43万円+
（給与所得者等の数－1）×10万円＋
52万円×国保加入者等の数 以下

軽減割合 

7割

5割

2割




